コンテンツにスキップ

	
		
			
				

	
	

メインメニュー
	
	


				
		

	
	メインメニュー

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	




	
	



				


	




		
			

	[image: ]
	
		[image: Wikisource]
	


		

		
			

	

検索
	
	
		
			
				
					
						
						
					

					
				

				検索
			

		

	




			
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
		

		
	




	
		
		
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
			アカウント作成

	ログイン



		
	




	

	

	
	

個人用ツール
	
	


		

	
		
			 アカウント作成
	 ログイン


		
	





	
		ログアウトした編集者のページ もっと詳しく
	

	
		
			投稿記録
	トーク


		
	




	
	






		

	



	
		
			

		

		
			
		
			
				
				
				

		
		

	



		
			
				
					Page:Kokubun taikan 01.pdf/129

							

	
	

言語を追加
	
	

		
			
			

			

		


	




				
					
						
							
								

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	




								

	
	日本語
	
	


					

	
		
		

		
	




				
	




							
						

						
							
								

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	




							
				
							
								

	
	ツール
	
	


									
						

	
	ツール

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		操作
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	





	
		全般
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	





	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	







									

				
	




							
						

					

				

				
					
						
							
				
							

		
						
						
					

				

				
					
							
		


						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページは校正済みです
　「いくそたび君がしゝまにまけぬらむ物ないひそといはぬたのみに。のたまひも捨てゝよかし。玉だすきくるし」とのたまふ。女君の御めのとご侍從とていとはやりかなるわかうど、いと心もとなうかたはら痛しと思ひて、さし寄りて聞ゆ。

　「鐘つきてとぢめむことはさすがにてこたへまうきぞかつはあやなき」とわかびたる聲のことにおもりかならぬを人づてにはあらぬやうに聞えなせば、ほどよりはあまえてと聞き給へど、めづらしきになかなか口ぶたがるわざかな。

　「いはぬをもいふにまさると知りながらおしこめたるは苦しかりけり」。何やかやとはかなきことなれどをかしきさまにもまめやかにものたまへど、何のかひなし。いとかゝるもさまかへて思ふかたことに物し給ふ人にやと、妬くてやをら押しあけて入り給ひにけり。命婦、あなうたてたゆめ給へるといとほしければ、知らず顏にて我が方へいにけり。この若うどゞもはた、世に類なき御有樣の音ぎゝに罪許し聞えておどろおどろしうも嘆かれず、唯思ひもよらず俄にてさる御心もなきをぞ思ひける。さうじみは唯我にもあらず耻しくつゝましきより外の事又なければ、今はかゝるぞあはれなるかし、まだ世馴れぬ人のうちかしづかれたると見許し給ふものから、心得ずなまいとほしと覺ゆる御さまなり。何事につけてかは御心のとまらむ、うちうめかれて夜ふかう出で給ひぬ。命婦は、いかならむと目覺めて聞き臥せりけれど、知りがほならじとて御送にともこわづくらず、君もやをら忍びて出で給ひにけり。二條院におはしてうちふし給ひても、猶思ぶに適ひ難き世にこそとおぼし續けて、かる
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